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私
学
事
業
団
で
は
、
私
立
学
校
教
育
の
振
興

を
図
る
た
め
、
私
立
学
校
の
施
設
整
備
に
要
す

る
資
金
、
そ
の
他
経
営
に
必
要
な
資
金
に
つ
い

て
固
定
金
利
で
長
期
・
低
利
の
融
資
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
本
事
業
団
か
ら
資
金
を
借
り

入
れ
る
ま
で
の
手
続
に
視
点
を
当
て
て
ご
案
内

し
ま
す
。
さ
ら
に
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
及

び
事
業
の
一
覧
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
団
資
金
の
ご
利
用
を
検
討
く
だ
さ
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

Ⅰ　

融
資
事
務
の
流
れ

　

Ⅰ　

融
資
事
務
の
流
れ

　

図
は
、
融
資
の
相
談
か
ら
資
金
を
受
け
取
る

ま
で
の
融
資
事
務
の
流
れ
を
段
階
ご
と
に
示
し

た
も
の
で
す
。

1　

融
資
案
内
・
融
資
相
談

　

例
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
次
年
度
の

本
事
業
団
資
金
の
借
入
希
望
に
つ
い
て
照
会
し

ま
す
。
資
金
の
借
入
れ
を
希
望
す
る
旨
回
答
を

い
た
だ
い
た
法
人
に
は
、
事
業
の
概
要
、
資
金

計
画
等
を
記
入
し
て
い

た
だ
く
「
融
資
相
談
票
」

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
五
月
下
旬
か

ら
六
月
中
旬
に
か
け
て

「
融
資
相
談
会
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
相
談
会
は
個
別

相
談
の
形
を
と
り
、
学

校
法
人
か
ら
「
融
資
相

談
票
」
の
記
載
内
容
に

つ
い
て
お
聞
き
し
、
併

せ
て
本
事
業
団
か
ら
融

資
の
要
件
等
を
ご
説
明
す
る
場
と
し
て
設
け
る

も
の
で
す
。
事
業
内
容
等
が
融
資
要
件
に
適
う

場
合
は
、
借
入
れ
に
必
要
な
書
類
（
資
金
借
入

申
込
書
等
）
を
お
渡
し
、
今
後
の
手
続
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
こ
ま
で
の
流
れ
は
、
借
入
希
望
照

会
時
に
資
金
の
借
入
れ
を
希
望
さ
れ
た
場
合
の

も
の
で
す
が
、
借
入
れ
に
係
る
ご
相
談
は
年
度

内
随
時
承
り
ま
す
。

2　

資
金
借
入
申
込
書
類
提
出

　

相
談
会
で
の
結
果
を
検
討
さ
れ
、
融
資
を
申

し
込
ま
れ
る
場
合
は
、
資
金
借
入
申
込
書
を
本

事
業
団
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
東
京

都
以
外
の
道
府
県
の
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学

校
・
中
学
校
・
小
学
校
・
幼
稚
園
・
専
修
学
校

等
に
つ
い
て
は
、
道
府
県
の
主
管
課
に
提
出
と

な
り
ま
す
。）

　

資
金
計
画
、
償
還
計
画
、
提
供
担
保
物
件
、

連
帯
保
証
人
等
に
関
す
る
書
類
も
こ
の
と
き
に

併
せ
て
提
出
し
ま
す
。

　

資
金
借
入
申
込
書
の
提
出
後
に
は
、
具
体
的

に
融
資
額
を
計
算
す
る
う
え
で
必
要
と
な
る
借

入
事
業
明
細
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
明
細
書
に
は
、
建
築
請
負
契
約
書
、
土
地

売
買
契
約
書
等
の
事
業
内
容
を
確
認
す
る
た
め

に
必
要
な
書
類
を
添
付
し
ま
す
。

3　

融
資
審
査
・
融
資
決
定

　

こ
れ
ら
の
申
込
関
係
書
類
を
受
理
し
ま
し
た

ら
、
各
法
人
の
資
金
必
要
時
期
に
応
じ
て
、
融

資
審
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

当
該
年
度
の
資
金
借
入
申
込
関
係
書
類
の
受

付
は
、
そ
の
後
の
審
査
日
程
と
の
関
係
か
ら
、

原
則
と
し
て
十
一
月
末
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

4　

契
約
・
資
金
交
付

　

融
資
決
定
の
後
は
、
金
銭
消
費
貸
借
契
約
及

び
抵
当
権
設
定
契
約
の
締
結
と
な
り
ま
す
。

　

契
約
締
結
後
は
、
各
法
人
に
お
い
て
管
轄
法

務
局
へ
抵
当
権
設
定
登
記
申
請
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
本
事
業
団
か
ら
の
資
金
交
付
は
、
原

則
と
し
て
こ
の
登
記
手
続
き
が
完
了
し
た
後
と

な
り
ま
す
。

　

Ⅱ　

融
資
対
象
事
業
の
一
覧

　

Ⅱ　

融
資
対
象
事
業
の
一
覧

　

融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
及
び
事
業
は
、
次

頁
の
表
の
と
お
り
で
す
。
学
校
種
別
・
融
資
費

目
・
対
象
事
業
ご
と
に
、
融
資
条
件
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

融
資
部　

融
資
班

☎
○
三（

三
二
三
○）

七
八
六
二
〜
六
四

Ｅ
メ
ー
ル　

yushi@
shigaku.go.jp

融
資
事
業
の
ご
案
内

融
資
事
業
の
ご
案
内

・

４

融 資 案 内 融 資 相 談
（２～３月頃） （５～６月頃）１

２

３

資 金 借 入 申 込 書 類 提 出
（７月中旬頃）

融 資 審 査 ・ 融 資 決 定

契 約 ・ 資 金 交 付
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Ⅰ　

融
資
事
務
の
流
れ

　

Ⅱ　

融
資
対
象
事
業
の
一
覧

融資
費目 対象となる学校 対象となる事業 融資金利（年％） 返済期間 融資率

一

般

施

設

費

大学院、大学、短大、高専、
高校、中等教育学校、中
学校、小学校、特別支援

○ 老朽化した校舎、体育館、図書館、学生会
館、食堂、クラブ室等を取り壊し、改築す
る

（20年もの）
2.20
沖縄分
1.90

20年
（うち据置２年）以内

沖縄分22年
（うち据置２年）以内

80％以内大学院、大学、短大、高専、
高校、中等教育学校、中
学校、小学校、特別支援、
幼稚園、専修、各種

○ 校（園）舎、体育館、遊戯室、図書館、研
究所、認可保育所、学生会館、食堂、法人
本部、私立大学等が共同利用する施設等を
新築、増築、改築、改修、補修、買収する

○冷暖房設備・外構工事等を実施する
○ 校（園）地（グラウンド・菜園等）を買収、
造成する

○ 学校を移転させるために校舎を新築、土地
を買収する

○ 既設の学校法人が行う大学等の新設のため
に必要となる校舎等の新築や校地の買収な
ど

○ 新・増設（学年進行分を含む）・定員増・
学校法人化のため必要となる校舎・園舎の
新築や校（園）地の買収など

（20年もの）（10年もの）

20年
（うち据置２年）以内

沖縄分22年
（うち据置２年）以内

［10年もの］
10年

（うち据置２年）以内

［６年もの］
６年

（うち据置１年）以内

2.20
沖縄分
1.90

（専修・各
種を除く）

1.80
次世代型学校施設整備事業
　社会の国際化、情報化、技術の高度化、文
化の発展等に貢献し、また、これに対応でき
る人材を育成するために「次世代型学校施設」
（高機能施設や環境に配慮した施設等）を整
備する目的で、学校施設を新築、増築、買収、
改修、補修をする（外構工事を含む）

2.00

防災（地震）対策として行う改修・補強工事 1.90

大学院、大学
私立大学ハイテク・リサーチ・センター整備
事業、学術フロンティア推進事業等 1.90 国庫補助金と

同額以内

研究高度化関連施設 2.00 80％以内

教
育
環
境
整
備
費

特別支援、幼稚園、専修

⑴　校教具等
　　 机、椅子、図書、コンピュータ、通学（園）

バス、実習用機器などの備品

　　 経営困難校を支援する学校法人が一時的
に要する資金（大学院、大学、短大、高
専を含む）

1.40 ５年６か月
（うち据置６か月）以内

80％以内
大学院、大学、短大、高専、
高校、中等教育学校、中
学校、小学校、特別支援、
幼稚園、専修

⑵　 大型設備・装置（１個または１組の価格
が500万円以上のもので、据付工事・敷
設工事、ＩＴ関連ソフトの開発・取得等
を含む）

1.80
10年

（うち据置２年）以内

高校 ⑶　 過疎地の高校の教職員の給与・退職金な
ど 1.50

災
害
復
旧
費

大学院、大学、短大、高専、
高校、中等教育学校、中
学校、小学校、特別支援、
幼稚園

⑴　特別災害
　　 激甚災害により被害を受けた建物・校地

の原形復旧工事
1.50

25年
（うち据置２年）以内

国庫補助金と
同額以内

大学院、大学、短大、高専、
高校、中等教育学校、中
学校、小学校、特別支援、
幼稚園、専修、各種

⑵　一般災害
　　 火災・風水害・地震などの災害により被

害を受けた建物・校地の原形復旧工事

20年
（うち据置２年）以内 80％以内

公
害
対
策
費

大学院、大学、短大、高専、
高校、中等教育学校、中
学校、小学校、特別支援、
幼稚園、専修、各種

○ 公害（騒音、大気汚染（アスベスト含む）、
地盤沈下、水質汚濁、降灰など）防止対策
のための改築・改修工事

○ 公害防止対策として実施する学校移転のた
め必要となる校舎の新築、校地の買収など

1.90 21年
（うち据置３年）以内 80％以内

特
別
施
設
費

大学院、大学、短大、高専、
高校、中等教育学校、中
学校、小学校、特別支援、
幼稚園、専修

○ 寄宿舎、合宿所、セミナーハウス、教職員
住宅、大学附属病院などの新築、買収およ
び用地の買収など

○ 国際交流施設（留学生宿舎、国際交流会館、
外国人教員宿舎など）の新築、用地の買収
など

2.30 20年
（うち据置２年）以内

［10年もの］
10年

（うち据置２年）以内

80％以内

大学院、大学、短大、高専、
高校、中等教育学校、中
学校、小学校、特別支援、
幼稚園、専修

障害者の利用のための施設や設備の改修工事
（エレベータ、トイレ、手すり、スロープなど） 1.90

（注１） 融資金利は、平成19年5月1日現在であり、毎月の金融情勢により変更することがありますので、本事業団のホームページでご確認く
ださい。

（注２）一般施設費の6年ものの融資金利は、1.6％です。

国の利子助成が受けられます
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学
校
法
人
等
基
礎
調
査
は
、
私
学
事
業
団
の

総
合
的
な
私
学
デ
ー
タ
バ
ン
ク
構
想
の
一
環
と

し
て
、
特
別
支
援
学
校
・
幼
稚
園
・
専
修
学
校

又
は
各
種
学
校
を
設
置
し
て
い
る
学
校
法
人
、

学
校
法
人
以
外
の
法
人
及
び
個
人
を
対
象
に
、

都
道
府
県
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

但
し
、
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
・
中
学
校
・
小
学

校
を
設
置
し
て
い
る
学
校
法
人
は
、
別
途
に
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
調
査
の
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
調
査
は
、
私
立
学
校
の
基
本
的
か
つ
総

合
的
な
も
の
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
の
実
施
し

て
い
た
「
私
立
学
校
の
財
務
状
況
調
査
」
を
本

事
業
団
で
引
き
継
い
だ
も
の
で
す
。

　

平
成
十
八
年
度
に
は
、
九
〇
％
以
上
の
学
校

法
人
等
か
ら
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

十
九
年
度
調
査
に
つ
き
ま
し
て
も
例
年
ど
お

り
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
学
校
法
人
等
の
皆
様
に

は
、
集
計
（
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学

校
・
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
・
中
学
校
・

小
学
校
法
人
の
設
置
す
る
幼
稚
園
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
を
含
む
）
結
果
と
し
て
『
今
日
の
私

学
財
政
』（
冊
子
）
を
刊
行
し
、
活
用
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

調
査
の
目
的　

　

私
立
学
校
の
収
入
及
び
支
出
の
実
態
並
び
に

学
校
法
人
の
資
産
等
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
本
事
業
団
業
務
の
基
礎
・
参
考

資
料
及
び
私
学
関
係
予
算
要
求
等
の
資
料
と
し
、

併
せ
て
学
校
法
人
等
の
運
営
の
参
考
に
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
情

報
は
、
前
述
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。

　

調
査
票
の
配
付
・
提
出
の
手
順　

　

調
査
票
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
つ
い
て 

　
「
学
校
法
人
等
基
礎
調
査
」
の
様
式
、記
入
例
、

説
明
書
を
、
本
事
業
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

パ
ソ
コ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

提
出
さ
れ
る
調
査
票
は
、
当
該
様
式
を
利
用

し
て
パ
ソ
コ
ン
で
入
力
・
印
刷
し
た
も
の
で
も
、

従
前
の
方
法
（
都
道
府
県
か
ら
送
付
さ
れ
た
調

査
票
へ
の
手
書
き
）
に
よ
る
も
の
で
も
ど
ち
ら

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、

都
道
府
県
へ
の
提
出
は
紙
媒
体
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

入
力
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
つ
い
て　

　

十
八
年
度
に
実
施
し
ま
し
た「
活
用
度
調
査
」

の
結
果
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
事
務
処
理

環
境
は
、
以
下
に
示
す
と
お
り
で
し
た
。

　

本
事
業
団
で
は
、
学
校
法
人
等
基
礎
調
査
の

入
力
及
び
提
出
方
法
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
介
し
た
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
学
校
法
人
の
事
務
処
理
支
援
を
目
的

と
し
て
、
よ
り
一
層
の
改
善
を
図
っ
て
行
く
所

存
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

十
八
年
度
実
施
い
た
し
ま
し
た
「
活
用

度
調
査
」
に
つ
き
ま
し
て
、
特
殊
教
育
諸

学
校
一
六
校
、
幼
稚
園
三
、
四
七
五
園
、

専
修
学
校
一
、
〇
〇
一
校
、
各
種
学
校
三

七
九
校
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た

（
回
収
率
四
九
・
三
％
）

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
情
報
部 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
課　

情
報
開
発
係

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
四
二
〜
四
三

Ｅ
メ
ー
ル　

 database@
shigaku.go.jp

平
成
十
九
年
度
学
校
法
人
等
基
礎
調
査

平
成
十
九
年
度
学
校
法
人
等
基
礎
調
査

〜
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

 
調
査
票
様
式
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
〜

① 日本私立学校振興・共済事業団
　ホームページへアクセス（http://www.shigaku.go.jp）
　　　　　↓
②「私学振興事業本部」をクリック
　　　　　↓
③ 「教育条件・経営情報支援」の「平成19年度学校
法人等基礎調査について（ご案内）」をクリック

　　　　　↓
④ 文書中段にある各ファイルをクリックし
　パソコンにダウンロード
　　　　　↓
⑤データの入力、印刷
　　　　　↓
⑥ 都道府県に提出　（都道府県の定めた期限までの
ご提出をお願いいたします。）

回答された学校における、インターネットによ
る事務処理環境は次のとおりでした。（複数校設
置している場合は１校とカウントしました。）

インターネットに接続した
端末がある 4, 193校 87.1％

操作できる職員がいる 4,345校 90.2％
学校法人等基礎調査のイン
ターネット化を希望 1,700校 35.3％

 ご協力ありがとうございました。
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電
子
申
請
の
導
入
に
つ
い
て

　

助
成
部
補
助
金
課
で
は
、
十
九
年
二
月
か
ら
、『
電
子
窓
口
』

を
利
用
し
て
、
調
査
票
等
を
電
子
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
取
得
、
提

出
で
き
る
電
子
申
請
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
十
九
年
度
は
、
電

子
申
請
を
ご
利
用
い
た
だ
く
調
査
票
等
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い

く
予
定
で
す
。

『
電
子
窓
口
』
に
つ
い
て

　
『
電
子
窓
口
』
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
私

学
事
業
団
か
ら
学
校
法
人
に
公
開
さ
れ
る
電
子
フ
ァ
イ
ル
の
取

得
と
、
学
校
法
人
か
ら
私
学
事
業
団
へ
電
子
フ
ァ
イ
ル
の
提
出

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
子
申
請
の
メ
リ
ッ
ト

　

電
子
申
請
に
よ
り
、
郵
送
時
に
か
か
る
郵
送
料
と
郵
便
物
に

か
か
る
日
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
通
信
費
用
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
整
っ
て
い
る
接
続
環
境

を
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
追
加
料
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。）

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

　
「
不
正
ア
ク
セ
ス
」
や
「
な
り
す
ま
し
」
に
よ
る
デ
ー
タ
の

漏
え
い
、
改
ざ
ん
等
の
対
策
と
し
て
、「
基
礎
調
査
票
ｅ
‐
マ

ネ
ー
ジ
ャ
」
と
同
等
の
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
を
設
定
し

て
い
ま
す
。

ご
利
用
に
つ
い
て

　

下
図
の
「『
電
子
窓
口
』
の
イ
メ
ー
ジ
」
を
も
と
に
、
電
子

申
請
の
方
法
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

補
助
金
課

補
助
金
第
一
係
・
特
別
補
助
第
一
係

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
八
一
〜
七
八
八
四

補
助
金
第
二
係
・
特
別
補
助
第
二
係

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
八
五
〜
七
八
八
八

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

　

①
本
事
業
団
か
ら
、
作
成
し
た
補
助
金
課
調
査
票
等
の
様
式

を
電
子
窓
口
に
電
子
フ
ァ
イ
ル
で
公
開
し
ま
す
。

　

②
学
校
法
人
が
『
電
子
窓
口
』
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
、
公
開
さ

れ
た
電
子
フ
ァ
イ
ル
を
取
得
し
ま
す
。

　

③
学
校
法
人
が
電
子
フ
ァ
イ
ル
に
必
要
事
項
を
入
力
し
て
、

提
出
で
き
る
状
態
に
し
ま
す
。

　

④
学
校
法
人
が
『
電
子
窓
口
』
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
、
入
力
し

た
電
子
フ
ァ
イ
ル
を
提
出
し
ま
す
。

　

⑤
本
事
業
団
で
、『
電
子
窓
口
』
に
提
出
さ
れ
た
電
子
フ
ァ

イ
ル
を
受
け
取
り
ま
す
。

　

※
①
で
補
助
金
関
係
の
調
査
票
等
を
公
開
し
た
際
は
、
郵
便

物
や
登
録
さ
れ
て
い
る
事
務
担
当
者
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛

に
、
ご
連
絡
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　

※
②
と
④
で
『
電
子
窓
口
』
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
に
は
、
親
認

証
で
登
録
を
行
っ
て
い
る
端
末
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本

事
業
団
か
ら
お
送
り
し
た
、
親
認
証
の
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ

ー
ド
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

※
③
で
の
フ
ァ
イ
ル
へ
の
入
力
は
、
電
子
フ
ァ
イ
ル
の
デ
ー

タ
を
ほ
か
の
端
末
に
移
し
て
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

※
万
が
一
、
差
し
替
え
等
が
必
要
な
際
に
は
、
再
送
信
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
速
や
か
な
対
応
が
可
能
で
す
。

　

※
特
別
補
助
に
つ
い
て
は
一
部
扱
い
が
異
な
り
ま
す
。

ロ
グ
イ
ン
で
き
る
時
間
に
つ
い
て

　
『
電
子
窓
口
』
に
は
、
次
の
時
間
帯
に
は
ロ
グ
イ
ン
で
き
ま

せ
ん
。
電
子
フ
ァ
イ
ル
の
取
得
と
提
出
の
際
に
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

金
曜
日
十
七
時
十
五
分
〜
月
曜
日
九
時
三
十
分

祝
祭
日
の
前
日
十
七
時
十
五
分
〜
祝
祭
日
の
翌
日
九
時
三
十
分

　

電
子
申
請
の
内
容
に
つ
い
て
ご
理
解
の
う
え
、
今
後
の
調
査

票
等
の
提
出
の
折
に
は
、
電
子
申
請
を
使
っ
て
提
出
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

電
子
申
請
を
利
用
し
た

 
補
助
金
申
請
の
ご
案
内

①電子ファイル 
の公開 

⑤電子ファイル 
の受取 

②電子ファイル 
の取得 

④電子ファイル 
の提出 

『電子窓口』のイメージ図
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助
成
部
補
助
金
課
で
は
、既
に
ご
案
内
（「
平

成
十
九
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
事
務

担
当
者
研
修
会
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）」
参
照

の
こ
と
）
し
ま
し
た
と
お
り
「
平
成
十
九
年
度

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
事
務
担
当
者
研
修

会
」（
以
下
、
研
修
会
）
を
五
月
九
日
の
東
京

会
場
を
皮
切
り
に
全
国
六
会
場
に
お
い
て
開
催

し
ま
す
。
今
回
は
、
実
務
担
当
者
を
対
象
に
一

般
補
助
及
び
特
別
補
助
の
変
更
点
、
会
計
検
査

院
の
実
地
検
査
の
状
況
等
を
中
心
と
し
た
説
明

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
私
学
助
成
課
か
ら
、
高

等
教
育
の
施
策
、
直
接
補
助
（
私
立
大
学
等
研

究
設
備
整
備
費
補
助
金
等
）
の
現
状
、
当
該
補

助
金
の
申
請
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
の
説
明
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、研
修
会
に
ご
参
加
い
た
だ
く
方
に
は
、

お
手
数
で
す
が
親
認
証
の
登
録
を
行
な
っ
て
い

る
端
末
よ
り
電
子
窓
口
に
て
資
料
を
事
前
に
出

力
の
う
え
ご
持
参
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（
電
子
窓
口
に
公
開
さ
れ
た
資

料
に
つ
い
て
は
、
研
修
会
当
日
に
冊
子
ま
た
は

紙
で
の
配
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。）

○
一
般
補
助
に
係
る
主
な
内
容

　

①
平
成
十
八
年
度
の
一
般
補
助
に
つ
い
て

　

・
認
証
評
価
経
費

　

・
情
報
の
積
極
的
な
提
供

　

・
調
整
方
法
の
見
直
し

　

②
平
成
十
九
年
度
の
一
般
補
助
に
つ
い
て

　

・
教
員
組
織
の
見
直
し
に
よ
る
取
扱
い

　

・ 

一
般
教
育
を
担
当
す
る
専
任
教
員
等
の
割

り
振
り
廃
止

　

・
高
額
給
与
調
整

○
特
別
補
助
に
係
る
主
な
内
容

　

①
平
成
十
八
年
度
の
特
別
補
助
に
つ
い
て

　

・
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
経
費

　

・
配
分
に
係
る
変
更
点

　

・ 

採
択
制
補
助
項
目
の
採
択
率
等

　

②
平
成
十
九
年
度
の
特
別
補
助
に
つ
い
て

　

・
申
請
業
務
の
流
れ
に
つ
い
て

○ 

会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
に
つ
い
て
の
主
な

内
容

　

①
平
成
十
八
・
十
九
年
度
の
検
査
状
況

　

②
過
去
の
事
例

　
　
　

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

研
修
会
当
日
は
、
休
憩
時
間
、
昼
食
時
間
及

び
研
修
会
終
了
後
、
会
場
内
に
一
般
補
助
、
特

別
補
助
、
文
部
科
学
省
直
接
補
助
に
つ
い
て
の

「
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部  

補
助
金
課

補
助
金
第
一
係
・
特
別
補
助
第
一
係

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
八
一
〜
七
八
八
四

補
助
金
第
二
係
・
特
別
補
助
第
二
係

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
八
五
〜
七
八
八
八

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

平
成
十
九
年
度

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
事
務
担
当
者
研
修
会

札幌会場 
５月２９日（火）
札幌学院大学 
（北海道江別市）

仙台会場 
５月２４日（木） 
宮城県民会館 
（仙台市青葉区） 

東京会場 
５月９日（水）・１０日（木） 
文京学園（東京都文京区） 

名古屋会場 
５月１７日（木）
愛知大学 

（名古屋市東区）

大阪会場 
５月１５日（火） 
大阪学院大学 
（大阪府吹田市） 

福岡会場 
５月３１日（木） 
福岡大学 

（福岡市城南区） 

 研修会開催日程等
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助
成
業
務
に
つ
き
ま
し
て
、
平
素
よ
り
格
段

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
た
び
助
成
部
は
、
効
率
的
な
業
務
運

営
を
図
る
た
め
、
組
織
を
改
編
い
た
し
ま
し
た
。

　

補
助
金
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
補
助
金
課
と
特
別
補
助
課
を
統
合
し
、「
補

助
金
課
」
と
し
て
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
に

よ
り
業
務
の
一
元
化
及
び
情
報
の
共
有
化
を
図

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

寄
付
金
課
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
の
指
定

寄
付
金
係
・
学
術
研
究
振
興
基
金
係
を
、「
寄

付
金
係
」
に
改
め
、
指
定
寄
付
金
及
び
学
術
研

究
基
金
（
資
金
）
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

新
組
織
と
連
絡
先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

補

助

金

課

◆
企
画
調
整
係
◆

　

☎
〇
三-

三
二
三
〇-

四
三
一
七
・
七
八
八
〇

◆
補
助
金
総
括
係
◆

　

☎
〇
三-

三
二
三
〇-

七
八
七
九
・
七
八
八
〇

◆
補
助
金
第
一
係
◆

◆
特
別
補
助
第
一
係
◆

　

☎
〇
三-

三
二
三
〇-

七
八
八
一
〜
七
八
八
四

◆
補
助
金
第
二
係
◆

◆
特
別
補
助
第
二
係
◆

　

☎
〇
三-

三
二
三
〇-
七
八
八
五
〜
七
八
八
八

Fax
〇
三-

三
二
三
〇-

八
二
二
三

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

☎
〇
三-

三
二
三
〇-

七
八
八
九
〜
七
八
九
三

Fax
〇
三-

三
二
三
〇-

八
二
二
三

Ｅ
メ
ー
ル　

kifukin@
shigaku.go.jp

助
成
部
の
組
織
変
更

助
成
部
の
組
織
変
更

  

に
つ
い
て

に
つ
い
て

△
担
当
学
校
法
人
▽

《
大
学
法
人
》

　

北
海
道（011001

）〜
山
梨
県（191005

）

《
短
期
大
学
法
人
》

　

北
海
道（012002

）〜
福
井
県（182002

）

《
高
等
専
門
学
校
法
人
》

　

東
京
都（133001

）

△
担
当
学
校
法
人
▽

《
大
学
法
人
》

　

長
野
県（201001

）〜
沖
縄
県（471004
）

《
短
期
大
学
法
人
》

　

長
野
県（202001

）〜
福
井
県（472002

）

九段事務所「電子メールアドレス」一覧九段事務所「電子メールアドレス」一覧
　本事業団九段事務所（私学振興事業本部）の各課では、電子メールによる事務問い合わせ等を取り扱っ
ていますので、ご利用ください。
　メールアドレスは表のとおりです。

部　　　署　　　名 メールアドレス

企 画 室 kikaku@shigaku.go.jp

総 務 部
総 務 課 somu@shigaku.go.jp

人 事 課 jinji@shigaku.go.jp

財 務 部 経 理 第 一 課 keiri1@shigaku.go.jp

私 学 情 報 部
データベース課 database@shigaku.go.jp

情報サービス課 service@shigaku.go.jp

私学経営相談センター
経 営 支 援 室 shien@shigaku.go.jp

情 報 支 援 室 center@shigaku.go.jp

融 資 部
融 資 班 yushi@shigaku.go.jp

審 査・ 管 理 室 kanri@shigaku.go.jp

助 成 部
補 助 金 課 hojokin@shigaku.go.jp

寄 付 金 課 kifukin@shigaku.go.jp

組織図　　（抜粋）

特
別
補
助
第
二
係

補
助
金
第
二
係

助
成
部

寄

付

金

係

寄
付
金
課

補
助
金
課

特
別
補
助
第
一
係

補
助
金
第
一
係

補
助
金
総
括
係

企
画
調
整
係

寄

付

金

課
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急
速
な
少
子
高
齢
化
や
国
民
生
活
の
変
化
な

ど
に
対
応
し
、
医
療
保
険
制
度
を
将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
の
医
療
制
度

改
革
関
連
法
が
昨
年
成
立
し
ま
し
た
。
そ
れ
を

受
け
、
昨
年
十
月
に
は
高
額
療
養
費
の
自
己
負

担
限
度
額
な
ど
が
見
直
さ
れ
、
ま
た
本
年
四
月

か
ら
は
傷
病
手
当
金
や
出
産
手
当
金
な
ど
が
見

直
さ
れ
る
な
ど
、
給
付
の
内
容
や
範
囲
に
関
す

る
改
正
が
順
次
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
来
年
四

月
か
ら
は
、
老
人
医
療
費
を
中
心
に
わ
が
国
の

医
療
費
が
増
大
し
て
い
る
な
か
で
、
現
役
世
代

と
高
齢
者
世
代
の
負
担
を
明
確
に
し
、
公
平
で

分
か
り
や
す
い
医
療
制
度
を
構
築
す
る
た
め

「
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
創
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
と
は

① 　

七
十
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
（
六
十
五

歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
で
一
定
の
障
害
状
態

に
あ
る
者
を
含
む
。以
下
同
じ
。）に
つ
い
て
、

独
立
し
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
を
創

設
す
る
。

② 　

新
制
度
に
お
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
の
心

身
の
特
性
や
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
重
視

し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

③ 　

新
制
度
の
財
源
は
、
患
者
負
担
を
除
き
、

公
費（
約
五
割
）、現
役
世
代
か
ら
の
支
援（
約

四
割
）
の
ほ
か
、
後
期
高
齢
者
か
ら
保
険
料

を
徴
収
す
る
（
約
一
割
）。
徴
収
方
法
は
、

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
す
る
。

④ 　

運
営
は
、
全
市
町
村
が
加
入
す
る
都
道
府

県
単
位
の
広
域
連
合
が
行
う
。

⑤ 　

六
十
五
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
前
期
高

齢
者
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
医
療
保
険
制
度

に
加
入
し
た
ま
ま
、
保
険
者
間
で
財
政
調
整

す
る
仕
組
み
を
設
け
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
現

行
の
退
職
者
医
療
制
度
は
、
経
過
措
置
を
設

け
て
廃
止
す
る
。

　

現
在
、
七
十
五
歳
以
上
の
方
は
、
私
学
共
済

制
度
等
の
被
用
者
保
険
や
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
、
そ
の
制
度
の
掛
金
や
保
険
料
を
納
付

す
る
と
と
も
に
市
町
村
が
運
営
す
る
老
人
保
健

制
度
か
ら
医
療
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
二
十
年
度
か
ら
は
独
立
し
た
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
に
加
入
し
、
そ
の
制
度
か
ら
医

療
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
財
政
負
担

の
割
合
は
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平
を
維
持
す

る
た
め
、
人
口
構
成
に
占
め
る
後
期
高
齢
者
と

現
役
世
代
の
比
率
に
応
じ
て
決
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

新
制
度
の
創
設
に
伴
う

 

私
学
共
済
制
度
の
改
正

① 　

後
期
高
齢
者
（
七
十
五
歳
以
上
の
加
入
者

及
び
被
扶
養
者
）
は
独
立
し
た
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
に
加
入
す
る
こ
と
か
ら
、
私

学
共
済
制
度
の
短
期
給
付
の
適
用
を
受
け
な

く
な
り
ま
す
（
短
期
掛
金
の
納
付
も
必
要
が

な
く
、
ま
た
給
付
も
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
任
意

継
続
加
入
者
及
び
そ
の
被
扶
養
者
も
同
じ
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
）。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

１ 　

二
十
年
四
月
一
日
に
七
十
五
歳
に
達
し
て

い
る
人
な
ど

　

ア 　

七
十
五
歳
に
達
し
て
い
る
加
入
者
や
被

扶
養
者
は
、二
十
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施

行
日
」
と
い
い
ま
す
。）
以
後
は
短
期
給

付
の
適
用
を
受
け
な
く
な
り
ま
す
。

　

イ 　

七
十
五
歳
に
達
し
て
い
る
加
入
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
七
十
五
歳
未
満
の
被
扶
養

者
は
、
施
行
日
以
後
は
短
期
給
付
の
適
用

を
受
け
な
く
な
り
ま
す
。

２ 　

二
十
年
四
月
一
日
以
後
に
七
十
五
歳
に
達

す
る
人
な
ど

　

ア 　

加
入
者
や
被
扶
養
者
は
、
七
十
五
歳
に

達
す
る
と
短
期
給
付
の
適
用
を
受
け
な
く

な
り
ま
す
。

　

イ 　

加
入
者
が
七
十
五
歳
に
達
し
た
場
合
、

そ
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
七
十
五

歳
未
満
の
被
扶
養
者
は
、
短
期
給
付
の
適

用
を
受
け
な
く
な
り
ま
す
。

② 　

新
制
度
の
創
設
に
あ
た
り
、
私
学
事
業
団

が
短
期
勘
定
に
お
い
て
相
当
の
負
担
を
し
て

い
る
「
老
人
保
健
拠
出
金
」
は
廃
止
さ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
「
後
期

高
齢
者
支
援
金
」
及
び
前
期
高
齢
者
に
か
か

る
財
政
調
整
の
た
め
の
「
前
期
高
齢
者
納
付

金
」を
新
た
に
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
事
務
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

前
記
１
に
該
当
す
る
人
（
制
度
切
り
替
え
の

時
点
で
私
学
共
済
の
短
期
給
付
が
適
用
外
に
な

る
加
入
者
や
被
扶
養
者
）
に
つ
い
て
は
、
来
年

一
月
下
旬
ご
ろ
学
校
法
人
等
あ
て
に
ご
連
絡
す

る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
事
務
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
追
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

老
人
医
療
費
が
増
大
す
る
な
か
、
現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代
と
の
間
の
負
担
の
公

平
を
維
持
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
新
た
な
高
齢
者

医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す

 

平
成
二
十
年
四
月
一
日
実
施　
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研修会会場・日程等一覧
会　　場 コース 実　施　日 定　員 研修内容

札幌ガーデンパレス 2日 8月8日(水) ～ 8月9日(木） 40名 共済業務全般

仙台ガーデンパレス 2日 8月22日(水) ～ 8月23日(木） 40名 共済業務全般

東京ガーデンパレス

1日 7月18日(水) 45名 資格・短期

1日 7月19日(木) 45名 長期

1日 7月24日(火) 45名 資格・短期

2日 7月25日(水) ～ 7月26日(木） 45名 共済業務全般

1日 7月31日(火) 45名 資格・短期

2日 8月1日(水) ～ 8月2日(木） 45名 共済業務全般

1日 8月8日(水) 45名 資格・短期

1日 8月9日(木) 45名 長期

1日 8月20日(月) 45名 資格・短期

1日 8月21日(火) 45名 長期

名古屋ガーデンパレス
1日 7月24日(火) 45名 資格・短期

2日 7月25日(水) ～ 7月26日(木） 45名 共済業務全般

京都ガーデンパレス 2日 8月22日(水) ～ 8月23日(木） 40名 共済業務全般

大阪ガーデンパレス

1日 7月18日(水) 40名 資格・短期

1日 7月19日(木) 40名 長期

1日 8月7日(火) 40名 資格・短期

2日 8月8日(水) ～ 8月9日(木） 40名 共済業務全般

広島ガーデンパレス 2日 7月25日(水) ～ 7月26日(木） 45名 共済業務全般

福岡ガーデンパレス
1日 8月7日(火) 45名 資格・短期

2日 8月8日(水) ～ 8月9日(木） 45名 共済業務全般

▼参加対象者等
　・学校法人等の共済事務担当者
　・各学校から２名まで
　・申し込みは１コースのみ
▼研修内容
　①　２日コース
　 　私学共済の共済業務全般について、基礎的な業務
内容の研修を行います。

　②　１日コース
　 　私学共済制度の業務内容の中で、研修希望の多い
資格・短期・長期をテーマに基礎的な研修と事務手
続きの演習を行います。

▼申し込み方法等
　① 　開催案内の「平成19年度第１回私学共済事務担

当者研修会参加申込書」により、6月1日（金）【必
着】までに共済事業本部あて郵送によりお申し込
みください。

　② 　申し込みが各コースの定員を超えた場合は抽選
により決定し、参加の可否を問わず、６月下旬ま
でに学校法人等あてにお知らせします。

　私学共済の業務内容や事務手続きなどを習得していただくため、今年度も基礎的事項を中心とした事務担当者研
修会を各ガーデンパレスで開催します。詳しくは、4月分掛金納付通知書（5月中旬送付）に同封します開催案内
をご覧ください。

平成19年度　第１回　私学共済事務担当者研修会
７月18日（水）～８月23日（木）
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短
期
給
付
の
適
用
を
受
け
て
い
る
人
は
、「
加

入
者
証
」（
健
康
保
険
証
）
を
医
療
機
関
等
の

窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
診
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
学
事
業
団
で
は
、
加
入
者
証
を
適
正
に
使

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に「
加
入
者
証
」

の
検
認
と
、
そ
の
検
認
の
一
環
と
し
て
被
扶
養

者
の
再
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

被
扶
養
者
の
再
審
査
と
は
、
本
事
業
団
が
認

定
し
て
い
る
被
扶
養
者
に
つ
い
て
、
被
扶
養
者

の
資
格
要
件
に
変
更
が
生
じ
て
い
な
い
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
た
め
、
対
象
地
域
を
指
定
し
、

扶
養
の
事
実
が
確
認
で
き
る
書
類
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
加
入
者
証
の
更
新
の
年
と

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
加
入
者
証
の
検
認
に

つ
い
て
は
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
、
被
扶
養
者
の

再
審
査
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①　

対
象
者

　

次
の
調
査
対
象
地
域
の
学
校
法
人
等
に
所
属

す
る
加
入
者
の
被
扶
養
者
の
う
ち
、
被
扶
養
者

認
定
年
月
日
が
平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日

以
前
の
人
で
、
平
成
元
年
四
月
一
日
以
前
生
ま

れ
の
人

②　

調
査
対
象
地
域

　

 

佐
賀
・
長
崎
・
熊
本
・
大
分
・
宮
崎
・
鹿
児

島
・
沖
縄

③　

実
施
の
時
期

　

平
成
十
九
年
六
月

　

学
校
法
人
等
あ
て
に
再
審
査
の
対
象
者
を
通

知
し
ま
す
。

④　

加
入
者
の
手
続
き

　

被
扶
養
者
の
収
入
等
に
関
す
る
書
類
（
所
得

証
明
書
や
非
課
税
証
明
書
等
）
を
学
校
法
人
等

経
由
で
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑤　

結
果
の
通
知

　

平
成
十
九
年
十
月
、
学
校
法
人
等
あ
て
に
通

知
し
ま
す
。

被
扶
養
者
再
審
査
を
実
施
し
ま
す

加
入
者
証
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

加
入
者
証
の
未
回
収
に
つ
い
て
定
期
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
加
入
者
の
退
職
や
所

属
学
校
変
更
、
ま
た
、
被
扶
養
者
の
認
定
取
り
消
し
等
の
手
続
き
の
際
に
は
加
入
者
証
を
必

ず
回
収
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
完
全
回
収
す
る
の
に
苦
慮
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
未
回
収
の
加
入
者
証
が
あ
る
学
校
法
人
等
に
つ
い
て
は
「
加
入

者
証
回
収
調
査
票
」
に
よ
り
定
期
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
票
が
届
き
ま
し

た
学
校
法
人
等
に
お
い
て
は
、
調
査
内
容
を
確
認
の
う
え
、
必
ず
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
者
証
を
誤
っ
て
使
用
し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

被
扶
養
者
認
定
申
請
書
を

 

提
出
さ
れ
た
方
へ

　

国
民
年
金
第
三
号
被
保
険
者
の

 

届
け
出
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

被
扶
養
者
認
定
申
請
書
を
提
出
す
る
と
き
、

被
扶
養
者
と
し
て
認
定
し
よ
う
と
す
る
人
が

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
配
偶
者
で
あ
る
場

合
に
は
、
国
民
年
金
第
三
号
被
保
険
者
の
届
け

出
（
国
民
年
金
第
三
号
被
保
険
者
資
格
取
得
・

種
別
変
更
・
種
別
確
認
届
）
を
添
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

四
月
は
被
扶
養
者
認
定
申
請
が
集
中
す
る
時

期
で
し
た
が
、
新
た
に
被
扶
養
者
と
し
て
認
定

さ
れ
た
人
が
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
配
偶

者
で
あ
る
と
き
は
、
国
民
年
金
第
三
号
被
保
険

者
の
届
け
出
を
添
付
し
た
か
ど
う
か
を
点
検
し

て
く
だ
さ
い
。
も
し
添
付
を
忘
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　

私
学
共
済
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
英
語
版

の
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、

私
学
共
済
ブ
ッ
ク
２
０
０
５
（
給
付
編
）
と
ほ

ぼ
同
じ
で
す
。
外
国
人
の
教
職
員
等
に
私
学
共

済
制
度
の
仕
組
み
や
事
業
内
容
を
説
明
す
る
と

き
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

英
語
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

英
語
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

  

開
設
し
て
い
ま
す

開
設
し
て
い
ま
す

平
成
19
年
版
事
務
の
手
引

　

７
月
初
旬
に
、
加
入
者
向
広
報

　
「
レ
タ
ー
」
と
と
も
に
お
届
け
し
ま
す
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　加入者証や確認通知書などの記載内容を確認しましたか？「資格取得報告書」や「被扶養者認定申請書」等に
報告誤りがありますと、誤った加入者証が交付されたり誤った記録が管理されることになり、掛金や将来の給付
の支給等に影響が出てしまいます。
　報告の内容を訂正するときや報告の手続きそのものを取り消すときは、下表「訂正や取り消しに使用する報告書」
をご覧のうえ、必ず訂正の手続きをしてください。

【注意事項】
　① 　訂正の手続きが相当期間遅れている場合や訂正の理由によっては、遅延理由書や事実確認のための書類を

提出していただく場合があります。
　② 　加入者証の記載事項（住所を除く）に関係する訂正については、訂正処理後に正しい加入者証を交付します。

訂正前の加入者証は学校法人等で回収し、「差し替えによる加入者証返納理由書（２）」（18年版『事務の手引』
Ｐ110参照）を添付して共済事業本部あてに返納してください。

訂正や取り消しに使用する報告書 （詳しくは18年版『事務の手引』Ｐ195～）

訂 正 等 の 内 容 報 告 書 名 記入例
（事務の手引）

資格取得（新規・継続・再取得）
所属学校等変更　 を取り消すとき
　　　※ 所属学校変更の取り消しは、後任校

から提出してください。

資格取得報告等の取下げ申出書

Ｐ197

資格取得年月日（新規・継続・再取得）
所属学校等変更年月日
資格喪失年月日
資格喪失事由 を訂正するとき

加入者資格取得日･喪失日等訂正申出書

Ｐ199

加入者の生年月日・性別・氏名・住所
 を変更・訂正するとき

加入者異動報告書 Ｐ102

被扶養者の生年月日・性別・氏名・続柄
 を変更・訂正するとき

被扶養者異動報告書 Ｐ200

被扶養者の認定年月日
被扶養者の取消年月日
被扶養者の取消事由 を訂正するとき

被扶養者認定日・取消日等訂正申出書
Ｐ201

被扶養者認定
被扶養者の取り消し を取り下げるとき

被扶養者認定・取消申請の取下げ申出書 Ｐ202

資格取得時（新規・継続・再取得）
定時決定（標準給与基礎届書）
標準給与改定届書 の給与額を訂正するとき

給与訂正申出書
Ｐ203

基礎年金番号の報告を訂正するとき 任意の用紙
※ 加入者番号、氏名、生年月日、正しい基礎
年金番号を記入して、業務部資格課あてに
郵便又はＦＡＸで提出してください。

－

資格関係の報告内容の訂正資格関係の報告内容の訂正
～加入者証などの内容を確認しましたか？
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募集期間６月１日（金）～６月29日（金）私学事業団必着
積立共済年金
　加入者が在職中に掛金を積み立て、その積立金と配当金を原資として、退職（脱退）後に年金などを受け取ること
ができる公的年金の補完的な制度です。
　この制度には次の２コースがあります。

税制適格コース　（個人年金保険料控除の対象） 自由選択コース　（一般生命保険料控除の対象）

満65歳までに10年以上掛金を積み立て
→　退職（脱退）後、年金及び一時金を選択

満65歳までに２年以上掛金を積み立て
→　 退職（脱退）後、年金・医療保険・終身

保険及び一時金を選択

共済定期保険
　加入者の多様な保障ニーズに応えて、遺族年金や短期給付などの公的保障制度を補完する制度です。
　コースの体系は次のとおりです（前期募集では「家族年金コース」・「医療保障コース」及び「学校加入コース」の
申し込みとなります）。

申し込み方法
　積立共済年金は「新規加入」と「コース加入・口数変更（増口・減口）」の申し込みを受け付けます。
　共済定期保険については「新規加入」の申し込みのみ受け付けます。
　 申し込みにあたっては、パンフレット及び共済事務担当者保管の「共済定期保険事業関係約款」に記載されている
加入者資格（告知内容）、支給条件等を確認のうえ、お手続きください。

送付先　〒113‒8577　東京都文京区湯島１－７－５　　私学事業団　福祉部保健課貯金係

※ 　すでに加入されている方の内容変更等の申し出については、積立共済年金は前期（6月）及び後期（11月）申込
期間内、共済定期保険は後期（11月）申込期間内のみとなっています。

※ 　より詳しくお知りになりたい教職員の方々に、学校に訪問して説明会を開催いたします。ご希望の場合は、貯金
係までお申し出ください。

学校加入コース 　 学校法人等が保険料を負担し、加入者へ弔慰金等を支給するなど福利厚生制度を充実させることを目的としています。（配当金を還元）

家族年金コース 　加入者が死亡又は高度障害になった場合、一時金又は年金を給付します。
　（主契約です）　　独身の方もご加入いただけます。（配当金を還元）

医 療 保 障 コ ー ス 　病気やケガで５日以上入院したときの保障（配当金を還元）

医療費支援コース 　日帰りからの入院も保障　その他手術、女性疾病にも対応

３大疾病保障コース 　がん、急性心筋梗塞、脳卒中になったときの保障

長期休業補償コース 　病気やケガで長期の休職となったときの保障

募
集
は
後
期（
11
月
）で
す

積立共済年金・共済定期保険 平成19年度 前期募集積立共済年金・共済定期保険 平成19年度 前期募集（（平 成 1 9 年平 成 1 9 年
10月１日加入10月１日加入））

「配当金」：１年毎に収支計算し、剰余金が生じた場合は配当金を還元します。
　　　　　（平成17年度配当率　「家族年金コース」・「学校加入コース」44.22％、「医療保障コース」45.15％）
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平 成 19 年 度 の 年 金 額平 成 19 年 度 の 年 金 額
～年金額は昨年度と同額です～～年金額は昨年度と同額です～

▶平成19年度の年金額
　総務省の発表する「平成18年全国消費者物価指数」は対前年比で0.3％の上昇となりましたが、手取り賃金の変動

率が上昇していないことなどから、19年度の年金額は昨年度と同額になります。

▶改定通知書の送付を省略します
　年金額が昨年度と同額になったことから、19年度の改定通知書は送付を省略させていただきます。

▶現在の年金水準－特例水準が適用されています－
　平成16年の法律改正では、給付と負担の均衡を図るため年金額の改定方式の見直しが行われました。この見直し後

の水準を「本来水準」といいます。

　一方、この法律改正前の年金額は、12年度から14年度まで物価下落に対する改定を行わず、最大で1.7％かさ上げ

された水準（「特例水準」といいます）となっていました。現在の年金額は、この特例水準が適用され支給されてい

ます。

　本来水準の年金額は、原則として実質賃金や物価指数の変動率を基に改定されますが、特例水準の年金額はかさ上

げ分の解消のため物価指数が下落したときのみ減額改定され、物価指数が上昇した場合は据え置かれることになって

います。

＜参考＞昨年度までの年金額改定
改定年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度

改定の内容 減額改定せず据え置き
（累積▲1.7％）

▲0.9％
減額改定

▲0.3％
減額改定 前年同額 ▲0.3％

減額改定

前年の物価指
数の対前年比 ▲0.3％ ▲0.7％ ▲0.7％ ▲0.9％ ▲0.3％ 0.0％ ▲0.3％
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退職共済年金見込額のお知らせ

　従来、退職共済年金の試算については、55歳以上の方
を対象としていましたが、50歳から54歳の方にも退職
共済年金の見込額をお知らせすることができるようにな
りました。
　見込額の試算を希望される場合は、加入者番号・氏名・
生年月日・住所等を記載した文書等でご依頼ください。
　なお、在職中の方は60歳で退職したものと仮定した
見込額となります。
　また、平成19年4月以降に離婚等の年金分割の情報提
供の請求をする場合、50歳以上の方を対象に希望者には
年金分割をした場合の試算額をお知らせします。

共済業務
〒113 -     8577
文京区湯島１-  ７-  ５
☎03（3813）5321（代表）
http://www.shigakukyosai.jp/

５月の共済業務スケジュール
１日（火） 掛金  ３月分納期限

２日（水） 貸付  送金

10日（木） 貯金  払込期限〔必着〕

15日（火） 貸付  申込・任意償還申出締切

21日（月） 貯金  送金

22日（火） 貸付  送金

25日（金）
積立共済年金  脱退申出等締切
貯金  前期加入申込、払戻・解約請求締切

31日（木）
掛金  ４月分納期限　
貸付  22日送金申込締切

相談員の退任

　平成19年3月31日付けで次の相談員が退任されました。
　福井県　藤田 律子　（仁愛女子高等学校）
　岡山県　石井 知美　（金光学園中学・高等学校）

６月の共済業務スケジュール

１日（金）
積立共済年金  前期加入申込開始
共済定期保険  前期加入申込開始

４日（月） 貸付  送金

８日（金） 貯金  払込期限〔必着〕

15日（金） 貸付  申込・任意償還申出締切

海外研修旅行の申し込み締め切り

　加入者向広報「レター」5月号などを5月下旬に学校
法人等あてに送付します。
　送付物は、4月末現在の加入者数でお送りしますので、
配付時に部数が不足した場合は広報相談センター広報班
までご連絡ください。
　今回の主な送付物は次のとおりです。
◆加入者向広報「レター」5月号
　各ブロックでのイベント等をお知らせするブロック誌
との合併号です。
◆私学共済ブック2007〔保健・宿泊編〕
◆年金者向広報「共済だより」第28号
　事務担当者用に1部送付します。
◆積立共済年金パンフレット
　「レター」に差し込んであります。
　＊ その他、積立共済年金や共済定期保険の申込書など

をお送りします。詳しくは送付状に記載しています
ので確認してください。

　＊ 5月以降に資格取得（新規及び再資格取得）が確認
された加入者については私学共済ブック2007〔保
健・宿泊編〕、2005〔給付編〕の2冊を資格取得確認
後に送付します。なお、私学共済ブック2007〔給
付編〕は「レター」11月号に同封してお送りする予
定です。

　夏期コースの参加申し込み受け付けは6月5日（火）
必着です。各コースとも定員は30名で、定員を超えた
場合は抽選となります（先着順ではありません）。
　詳しくは、本誌4月号（vol. 112）をご覧ください。

私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/

加入者向広報「レター」5月号
私学共済ブック2007〔保健・宿泊編〕の送付

永年勤続加入者直営施設利用優待券の送付

　永年勤続加入者直営施設利用優待券と対象加入者一覧
表を、5月21日に学校法人等あてに送付いたします。対
象となる加入者の皆様にお渡しいただくよう、お願いい
たします。
※ 　対象となる加入者は、4月1日現在満50歳以上で
加入者期間を25年以上有する方です。
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助成業務
〒102-  8145
千代田区富士見１-  10-  12
☎03（3230）〈ダイヤルイン〉

学校法人基礎調査の提出について
ご協力をお願いします

5月15日（火）　提出締切
　①学校法人の概要関係
　②学生・生徒・児童・幼児数及び志願者数（大学等部門）
5月31日（木）　提出締切
　①大学等専任教職員等個人票関係　（大学等部門）
　②学生・生徒・児童・幼児数及び志願者数
　　学生・生徒・児童・幼児一人当たりの納付金
　　　高等学校・中等教育学校・中学校・小学校・
　　　幼稚園・専修学校・各種学校部門

INFORMATION

　③役員数・役員個人票
　　編入学及び通信教育に係る学生数等
　　教員・職員数
　　土地・建物面積等

※ 詳しくは、4月13日に各学校法人にお送りした平成19
年度学校法人基礎調査「入力要領」（P. ２～３）をご
覧ください。
 私学情報部　データベース課
 ☎03(3230)7840 ～ 41
 Ｅメール　database@shigaku.go.jp

人 事 異 動
 （平成19年4月1日付）
 職員の（　）内は前職
◆役　員
　理事
　退　任 佐　藤　憲　昭
 （平成19年3月31日付）

　新　任 加　藤　　　豊

◆本部職員
　企画室長兼数理統計室長
 末　次　徳太郎
 （業務部長）

　財務部長 五木田　啓　文
 （企画室次長）

　業務部長 高　浦　久　男
 （大阪会館館長）

　財務部次長兼企画室次長
 山　本　雅　淑
 （主任審査主幹〔審査・管理室長〕）

　 私学情報部次長（私学情報部長
職務代理）

 添　野　安　聖
 （主任融資主幹〔融資班長〕）

　助成部次長兼補助金課長事務取扱
 西　野　宏　明
 （総務課長）

　企画室参事 小　瀬　孝　雄
 （契約班主幹）

　総務課長 佐　藤　直　也
 （総務部参事〔人事担当〕）

　人事課長 塩　飽　　　勲
 （法務・監査班長）

　総務部参事〔人事担当〕
 原　　　　　徹
 （企画室参事）

　法務・監査班長 北　村　修　一
 （広報班長）

　主計課長 髙　橋　正　友
 （人事課長）

　経理第一課長 谷　地　明　弘
 （財務部参事〔主計担当〕）

　経理第二課長 佐々木　正　良
 （広島会館館長）

　契約課長 八　田　晴喜代
 （掛金課長）

　システム管理室参事
 笠　原　昌　俊
 （システム管理室主幹）

　経営支援室長 堀　　　敏　明
 （主任経営主幹〔経営支援室長〕）

　情報支援室長 比留間　　　進
 （経営相談班長）

　私学経営相談センター参事
 高　村　雅　一
 （主任研究調査員）

　私学経営相談センター参事
 佐　藤　　　周
 （データベース課課長補佐）

　融資班長 熊　谷　賢　次
 （寄付金課長）

　審査・管理室長 天　白　則　彦
 （補助金課長）

　寄付金課長 賀　来　　　茂
 （経理第一課長）

　数理班長 松　澤　秀　彦
 （数理班主幹）

　資産運用室参事 大　谷　和　正
 （貸付課長）

　資格課長 清　水　亮　一
 （年金第二課長）

　掛金課長 牟　田　克　美
 （システム管理室参事）

　年金第二課長 髙　橋　和　良
 （短期給付課課長補佐）

　保健課長 曽　我　雄　一
 （契約班長）

　貸付課長 千　本　英　治
 （企画室主幹）

　管理課長 倉　沢　隆　行
 （保健課長）

　営繕班長 河　田　哲　雄
 （営繕課長）

　広報相談センター長兼
　広報班長事務取扱
 戸　田　公　康
 （広報相談センター長）

◆会　館
　湯島会館館長 松　村　　　太
 （管理課長）

　京都会館館長 石　井　邦　夫
 （資産運用室参事）

　大阪会館館長 高　橋　　　昇
 （主計課長）

　広島会館館長 田　中　信　之
 （資格課長）



宿泊施設のご案内
http://www.shigakukyosai.jp/
インターネットで宿泊予約ができます。

融資事業のご案内

16

平成 1 9 年 5 月 1 日 第 1 1 3 号

月報私学　5月号（VOL．113）平成19年5月1日発行
編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145東京都千代田区富士見1-10-12　☎03（3230）7810 ～ 11　(企画室)
 （禁無断転載）

大阪の“こてこて”をお楽しみください大阪の“こてこて”をお楽しみください

とくとくぷらん
１泊２食１名様

８，３００円
　夕食は庭園を見ながらゆっ
たりと和食を。
　朝食は、その日の気分に合
わせ、和洋のバイキングをご
用意いたしました。

〒532-0004　大阪市淀川区西宮原1-3-35
☎06(6396)6211　http://www.hotelgp-osaka.com

写真はイメージです

平成１９年度の融資相談受付中！平成１９年度の融資相談受付中！
◆融資金利表 （平成19年5月1日現在）

融資費目
返　済　期　間

20年以内
（うち据置2年）

10年以内
（据置年数含む）

6年以内
（据置年数含む）

校（園）舎、体育館、講堂、
遊戯室等の建築事業等並び
に校（園）地の買収事業等

（一般施設費）

 年％

2.2 
 年％

1.8 
 年％

1.6 
寄宿舎、国際交流会館、セ
ミナーハウス等の建築事業
並びに当該施設建築のため
の土地買収事業等

（特別施設費）

2.3 1.9 －

校教具、通園バス等
　※ 幼稚園、特別支援学校、

専修学校が対象
（教育環境整備費）

－ －
５年６か月以内
（うち据置6か月）
1.5 

大型設備・情報技術整備等
（教育環境整備費） － 1.8 －

※ 融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。
※ 上記費目以外にも災害復旧費、公害対策費等が対象となります。

私学事業団の融資の利用を考えているが、
・融資を受けるための要件はなにか…？
・この事業は融資の対象となるのか…？　.etc
　ご不明な点がありましたら、お気軽にご相談ください。
　固定金利・長期・低利で私立学校の施設整備をご支援し
ます。
（2頁の「融資事業のご案内」もご一読ください。）
☆平成18年度事業別の融資割合（融資総額537億円）

お早めにご相談ください 問い合わせ先
（私学振興事業本部）

融資部　融資班　☎03(3230)7862 ～ 64
Ｅメール yushi@shigaku.go.jp

　食いだおれの街として知られる大阪には、「ウマイもん」がいっぱいあります。
　たこ焼き、お好み焼きに代表される『粉もん』をはじめ、下町のファーストフード『串もん』、大阪の『だし文
化』が生んだ『麺類』、合理的で美味しい『大阪寿し』など、魅力的な食べ物がてんこもり。“こてこて”といえば、
やっぱりお笑いです。ＮＧＫ（なんばグランド花月）は、吉本興業が世界に向けて笑いの文化を発信していく活
動の本拠地ともいえる劇場で、近年は大阪の観光ルートにも入っており、連日ほぼ満席で、観光客も大勢つめか
けています。
　大阪ガーデンパレスを拠点に大阪の文化をお楽しみください。

建物建築
75.5%

その他
0.1%

土地買収・
土地造成
17.2%

建物改修
2.0%

機器備品購入
5.3%


